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証券コード 7444
2023年６月13日

（電子提供措置の開始日 2023年6月6日）
株 主 各 位

兵庫県姫路市飾東町庄313番地
ハリマ共和物産株式会社
代表取締役社長 津 田 信 也

第56期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第56期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第56期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

当社ウェブサイト https://www.harimakb.co.jp/ir/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

東京証券取引所ウェブサイト
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦覧
書類/ＰＲ情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示いただき、2023年６月28日（水曜日）午後５時20分までに到着するようご
返送いただきたくお願い申し上げます。

敬 具
記

１．日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時
２．場 所 兵庫県姫路市下寺町43番地

姫路商工会議所 ５階 501号室
（末尾の株主総会会場ご案内略図をご参照ください。）
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３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第56期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計

算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第56期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 監査役３名選任の件

以 上

◎議決権行使書において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせてい
ただきます。

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上
げます。また、資源節約のため、本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

◎ご送付している書面は、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面を兼ねております。なお、法令及び
当社定款第16条の規定に基づき、下記の事項を除いております。したがって、当該書面は監査報告を作成する
に際し、監査役及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。
①連結計算書類の連結注記表
②計算書類の個別注記表

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま
す。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
◎株主総会にご来場いただきました株主様へのお土産を取り止めとさせていただいておりますの
で、ご了承賜りますようお願い申し上げます。

◎今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、株主総会におきまして感染予防措置
を講じる場合がございますので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。

◎今後の状況により、株主総会の運営に大きな変更が生じる場合は、インターネット上の当社ウ
ェブサイト（https://www.harimakb.co.jp）でお知らせいたしますのでご確認ください。
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議決権行使コード
ＸＸＸＸ-ＸＸＸＸ-ＸＸＸＸＸ-ＸＸＸＸ

パスワード
ＸＸＸＸＸＸＸＸ

議決権行使書のご記入方法

議決権行使書
〇〇〇〇〇〇株式会社 御中

ＸＸＸＸ年ＸＸ月ＸＸ日

こちらを切り取って
ご返送ください。

お願 い
1.

2.

3.

4.

〇〇〇〇〇〇株式会社

各議案の賛否を
ご記入ください。

賛 に〇印 否 に〇印賛成の場合 反対の場合

※各議案について賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとして取扱います。

議決権行使についてのご案内

株主総会にご出席される場合 書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。
（ご捺印は不要です）

議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、切手を
貼らずにご投函ください。

日時

2023年６月29日 (木曜日)
午前10時

（郵便事情等により、議決権行使書
用紙が期限内に到着しない可能性
もありますので、十分に余裕をも
ってご返送ください）

議決権行使期限 2023年６月28日（水曜日）午後５時20分（到着分）まで
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金処分の件
当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、内部留保を充実しつ

つ、安定的な配当の継続に努めることを基本方針としております。
当期の期末配当につきましては、この基本方針を堅持しつつ、利益水準や配当性向を勘案いた

しまして、以下のとおりといたしたいと存じます。
１．期末配当に関する事項
① 配当財産の種類

金銭といたします。
② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金41円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は220,343,061円となります。

③ 剰余金の配当が効力を生じる日
2023年６月30日といたしたいと存じます。

２．その他の剰余金の処分に関する事項
① 増加する剰余金の項目とその額

別途積立金 800,000,000円
② 減少する剰余金の項目とその額

繰越利益剰余金 800,000,000円
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第２号議案 監査役３名選任の件
監査役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役３名の選任

をお願いするものであります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。

候 補 者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位
（重要な兼職の状況）

所有する当社
株 式 の 数

１
にし かわ かず き

西 川 和 紀
（1960年５月11日生）

1984年４月 当社入社
1998年４月 当社大阪業務課課長
2005年４月 当社新機能グループソリューション営業チ

ームマネージャー
2015年４月 当社サードパーティ・ロジスティクス事業

部物流管理第２グループグループマネージ
ャー

2017年４月 当社サードパーティ・ロジスティクス事業
部物流管理第２グループ委託チームマネー
ジャー

2019年 6 月 当社監査役（現任）

7,000株

【監査役候補者とした理由】
西川和紀氏は、システム部門、ロジスティクス部門の要職を歴任して培
った幅広い知識と豊富な業務経験を有しております。その知識と経験を
活かすことにより、監査機能の一層の強化が図れるものと判断して監査
役候補者といたしました。

２
たに ばやし かず のり

谷 林 一 憲
（1964年２月25日生）

1986年４月 伊藤忠商事株式会社入社
2002年10月 弁護士登録（兵庫県弁護士会）
2009年１月 沼田・谷林法律事務所開設
2018年２月 谷林一憲法律事務所に改称（現在に至る）
2019年６月 当社監査役（現任）

０株

【社外監査役候補者とした理由】
谷林一憲氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する幅広い見
識があります。今後とも当社グループの成長・価値向上に貢献すること
が期待できることから、監査役候補者といたしました。
同氏は、社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社経営に
関与したことはありませんが、上記の理由により、社外監査役としての
職務を適切に遂行できると判断いたしました。
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候 補 者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位
（重要な兼職の状況）

所有する当社
株 式 の 数

３
い とう しん すけ

伊 藤 進 介
（1956年５月３日生）

1979年３月 大鵬薬品工業株式会社入社
2002年１月 同社役員待遇大阪支店長
2009年１月 同社執行役員人事部長
2016年５月 岡山大鵬薬品株式会社人事担当部長
2021年 6 月 当社監査役（現任）

０株

【社外監査役候補者とした理由】
伊藤進介氏は、大鵬薬品株式会社において人事分野の業務に幅広く従事
され、同社役員待遇大阪支店長、執行役員人事部長等を歴任し、豊富な
経験・知見を有しております。今後とも当社グループの成長・価値向上
に貢献することが期待できることから、監査役候補者といたしました。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．谷林一憲氏及び伊藤進介氏は、社外監査役候補者であります。
３．当社は、谷林一憲氏及び伊藤進介氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取

引所に届け出ております。なお、両氏の再任が承認された場には、引き続き独立役員とする予定で
あります。

４．谷林一憲氏は現在、当社社外監査役でありますが、社外監査役としての在任期間は、本定時株主総
会終結の時をもって４年となります。

５．伊藤進介氏は現在、当社社外監査役でありますが、社外監査役としての在任期間は、本定時株主総
会終結の時をもって２年となります。

以 上
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事 業 報 告

（ 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が緩和
され、感染対策を継続しながらも経済の正常化への動きが活発となってきた一方で、不安定
な国際情勢を背景とした資源価格の高騰や円安基調の継続といった懸念材料もあり、先行き
が不透明な状況が依然続いております。
当流通業界におきましては、コロナ禍による衛生用品の需要拡大の局面は過ぎたものの、

感染を避けるための行動様式は維持されており、感染対策商品への底堅い荷動きが継続して
います。一方で、原材料の高騰や円安による物価高への警戒から、消費者の節約志向も依然
強く、引き続き今後の収益が見通しづらい状況となっています。
こうした状況下において、当社グループは卸売業の保有する商流・物流・商品開発・情

報・金融など様々な機能を活かし、時代とともに変化する卸売業への要請に応えるべく、全
社一丸となって取り組んでまいりました。中でも商流・物流のネットワークにおいては、取
引先の要望にスピーディに対応できる体制を整えるとともに、商流・物流一体となった総合
的な流通サービスの提案を推し進めてまいりました。また、新型コロナウイルスなどの感染
症から従業員の安全を確保するべく、労働環境の整備や衛生管理を徹底し、卸売業としての
社会的使命を継続して果たせる体制を構築してまいりました。
上記の結果、当連結会計年度における当社グループの業績は、政府により新型コロナウイ

ルス感染症の感染症法上の位置づけの見直しの方向性が示されたことを受けて、消費行動に
変化の兆しが表れてきたものの、一方で感染対策が日常生活の一部として根付いていること
から、衛生用品や自宅で使用する日用消耗品の需要は底堅く、売上高は60,156百万円（前
連結会計年度比4.1％増）となりました。利益面は、配送エリアの拡大による運賃の増加や、
エネルギー価格高騰による光熱費や燃料費の増加等のコスト上昇要因はあるものの、売上高
の増加により売上総利益が拡大したことや、前連結会計年度の第１四半期には物流センター
移転に伴う一時的なコストが発生したこともあり、営業利益は1,777百万円（前連結会計年
度比7.3％増）、経常利益は2,013百万円（前連結会計年度比10.4％増）、親会社株主に帰属
する当期純利益は1,391百万円（前連結会計年度比15.7％増）となりました。
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（2）設備投資等の状況
当連結会計年度において実施いたしました当社グループの設備投資の総額（固定資産の取

得に該当するもの）は462百万円でした。その主なものは、物流受託における新規案件に伴
う設備導入で166百万円、また既存物流センターの物流設備の増強で工具、器具及び備品が
70百万円、ソフトウェアが57百万円、配送、運搬車両が43百万円であります。

（3）資金調達の状況
当連結会計年度において実施いたしました設備投資に係る所要資金は、自己資金を充当い

たしました。

（4）対処すべき課題
今後の国内経済の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置

づけが第５類となったことを受けての生活行動及び消費活動の変化、また円安やウクライナ
情勢等に伴ってもたらされた資源高による物価上昇がどの程度まで進むかに大きく影響を受
けると考えられ、生産や消費の先行きは不透明な状況が継続すると思われます。
その中で当流通業界においては、依然として続く人件費の上昇や物流費の高騰に加え、イ

ンターネット通販を含む小売業間の競争も激しさを増しており、当社を取り巻く経営環境は
厳しい状態が続くと予想されます。
このような状況のもと当社グループは、卸売業が持つ様々な機能をより強化するととも

に、商流・物流一体となった提案を推し進めることにより取引先の利益拡大に貢献し、また
グループとしての収益の拡大を図ってまいります。
株主の皆様におかれましては、より一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。
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（5）財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況の推移

区 分 第53期
（2020年３月期）

第54期
（2021年３月期）

第55期
（2022年３月期）

第56期
（2023年３月期）

売 上 高（百万円） 51,829 54,477 57,781 60,156
経 常 利 益（百万円） 1,757 1,726 1,823 2,013
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（百万円） 1,196 1,162 1,202 1,391

１ 株当たり当期純利益（円） 222.67 216.34 223.70 258.89
純 資 産（百万円） 18,341 20,139 21,012 22,222
総 資 産（百万円） 26,459 28,435 30,110 31,353
（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

２．第55期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用して
おり、第55期以降の財産及び損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載して
います。

② 当社の財産及び損益の状況の推移

区 分 第53期
（2020年３月期）

第54期
（2021年３月期）

第55期
（2022年３月期）

第56期
（2023年３月期）

売 上 高（百万円） 49,647 52,075 55,025 57,204
経 常 利 益（百万円） 1,565 1,475 1,541 1,732
当 期 純 利 益（百万円） 1,101 1,036 1,053 1,234
１ 株当たり当期純利益（円） 205.02 192.89 195.98 229.68
純 資 産（百万円） 16,994 18,658 19,377 20,427
総 資 産（百万円） 24,679 26,573 28,064 29,096
（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

２．第55期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用して
おり、第55期以降の財産及び損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載して
います。
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（6）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 ブ ル ー ム 20百万円 100.0％ 一般貨物自動車運送業
（注）特定完全子会社に該当する子会社はありません。

（7）主要な事業内容（2023年３月31日現在）
当社グループは、主として日用消費財の卸売や、卸売業の機能を活かした物流業務受託を

行っております。当社グループは卸売事業の単一セグメントであり、セグメントごとの記載
をしておりません。

（8）主要な営業所及び物流センター（2023年３月31日現在）
① 当社の主要な事業所

当社本社 兵庫県姫路市
営業拠点 東京（東京都台東区）、名古屋（名古屋市北区）、

大阪（大阪市淀川区）
物流センター 宮城（宮城県加美郡）、下妻（茨城県下妻市）、

甲府（山梨県甲府市）、山梨中央（山梨県中央市）、
川越（埼玉県川越市）、大口（愛知県丹羽郡）、
小牧（愛知県小牧市）、滋賀（滋賀県長浜市）、
高槻（大阪府高槻市）、三箇牧（大阪府高槻市）、
加西（兵庫県加西市）、姫路（兵庫県姫路市）、
福崎（兵庫県神崎郡）、鳥栖（佐賀県鳥栖市）

② 主要な子会社の事業所
株式会社ブルーム

兵庫県姫路市、愛知県丹羽郡、大阪府高槻市、
兵庫県加西市
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（9）使用人の状況（2023年３月31日現在）
① 企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 (人) 前連結会計年度末比増減（人）
197（1,005） 1減（35増）

（注） 使用人数は就業人数であり、臨時使用人数は（ ）内に年間の平均人数を外数で記載しております。

② 当社の使用人の状況
使用人数(人) 前事業年度末比増減（人） 平均年齢 平均勤続年数

179（587） ５減（33増） 40.8歳 15.0年
（注）１．使用人数は就業人数であり、臨時使用人数は（ ）内に年間の平均人数を外数で記載しております。

２．平均年齢、平均勤続年数は、正社員のみの平均値を記載しております。

（10）主要な借入先（2023年３月31日現在）
借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 伊 予 銀 行 60百万円
株 式 会 社 広 島 銀 行 40百万円
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 30百万円
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 30百万円

（11）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）
（1）発行可能株式総数 14,000,000株
（2）発行済株式の総数 5,441,568株（自己株式67,347株を含む）
（3）株主数 760名
（4）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

津 田 物 産 株 式 会 社 1,818,280株 33.83％

株 式 会 社 西 松 屋 チ ェ ー ン 399,400株 7.43％

ハ リ マ 持 株 会 192,840株 3.59％

株 式 会 社 広 島 銀 行 181,260株 3.37％

津 田 信 也 159,120株 2.96％

株 式 会 社 み な と 銀 行 150,000株 2.79％
BBH FOR FIDELITY PURITAN TR:
FIDELITY SR INTRINSIC OPPORTUNITIES
F U N D

91,400株 1.70％

津 田 隆 雄 82,100株 1.53％

津 田 則 子 75,200株 1.40％

津 田 侑 紀 68,400株 1.27％
（注）持株比率は、自己株式を控除して算出しております。
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３．会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の状況（2023年３月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 会 長 津 田 隆 雄

代 表 取 締 役 社 長 津 田 信 也

専 務 取 締 役 中 尾 伸 太 郎
トランスポートネットワーク本部長
株式会社ブルーム代表取締役
アットスタッフ株式会社代表取締役

常 務 取 締 役 三 輪 正 俊 商品企画本部長

常 務 取 締 役 土 屋 匡 輝 ロジスティクス本部長

取 締 役 藤 原 稔 也 ホールセール営業本部長

取 締 役 前 原 啓 二 公認会計士・税理士

常 勤 監 査 役 西 川 和 紀

監 査 役 谷 林 一 憲 弁護士

監 査 役 伊 藤 進 介

（注）１．取締役前原啓二氏は、社外取締役であります。
２．監査役谷林一憲氏及び伊藤進介氏は、社外監査役であります。
３．当社は、取締役前原啓二氏、監査役谷林一憲氏及び伊藤進介氏を東京証券取引所の定めに基づく独立

役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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（2）取締役及び監査役の報酬等の額
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（名）固定報酬 退職慰労金

取 締 役
（うち社外取締役）

179,657
（3,600）

159,360
（3,600）

20,297
（－）

7
（１）

監 査 役
（うち社外監査役）

8,700
（4,800）

8,400
（4,800）

300
（－）

3
（2）

合 計
（う ち 社 外 役 員）

188,357
（8,400）

167,760
（8,400）

20,597
（－）

10
（3）

（注）１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．取締役の報酬限度額は、1991年４月20日開催の第24期定時株主総会において年額200,000千円以

内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締
役の員数は、10名です。また、株式報酬として、2018年６月28日開催の第51期定時株主総会にて
可決されました譲渡制限付株式報酬制度を導入しております（社外取締役は対象外）。当該株主総会
終結時点の取締役（社外取締役を除く）の員数は、５名です。

３．監査役の報酬限度額は、1991年４月20日開催の第24期定時株主総会において年額20,000千円以内
と決議いただいております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は、１名です。

４．上記の支給額には、以下のものが含まれております。
・当事業年度における役員退職慰労引当金の増加額20,597千円（取締役６名に対し20,297千円、監
査役１名に対し300千円）。

ロ．当事業年度に支払った役員退職慰労金
該当事項はありません。

ハ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等
当社は、2021年２月26日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に
かかる決定方針を決議しております。
また、取締役会は、当該事業年度に係る取締役会の個人別の報酬等について、報酬等の
内容決定方法及び決定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合して
いることや、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
取締役の個人別の報酬等にかかる決定方針の内容は次のとおりです。
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ａ．基本報酬に関する方針
当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数に応じ
て、他社の水準、当社の業績、従業員水準を考慮しながら、総合的に勘案して決定
するものとする。
役員退職慰労金は、基本報酬、役位、在任年数に応じて退任時に支給するものとす
る。

ｂ．業績連動報酬等に関する方針
該当事項はありません。

ｃ．非金銭報酬等に関する方針
非金銭報酬等は、中長期的な企業価値向上に向けた取組みや株主の皆様とより一層
の価値共有を促進することを目的とする譲渡制限付株式報酬とし、当社と付与対象
者との間で譲渡制限付株式割当契約を締結したうえで、当社普通株式を交付するも
のとする。その額は取締役の貢献度等諸般の事項を総合的に勘案して年額50,000
千円以内とする。

ｄ．上記のほか報酬等の決定に関する事項
取締役の個人別の基本報酬額については、代表取締役社長が担当業務、当社の実
績、貢献度合い等を総合的に勘案して取締役会に提案し、審議のうえ決議するもの
とする。
譲渡制限付株式報酬は、取締役会において各取締役の割当株式数を決議するものと
する。

ニ．取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
取締役会は、代表取締役津田信也氏に対し各取締役の基本報酬の額の決定を委任してお
ります。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門について
評価を行うには代表取締役が適していると判断したためであります。

ホ．社外役員が子会社から受けた役員報酬等の総額
該当事項はありません。

（3）社外役員に関する事項
当事業年度における主な活動状況
・取締役前原啓二氏は、当事業年度に開催された取締役会13回すべてに出席し、主に公
認会計士としての専門的見地から意見を述べるなど、取締役会の意思決定の妥当性・適
正性を確保するための助言・提言を行っております。
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当事業年度においては、当社の会計監査人以外の独立した立場から監査部門への助言・
指導を行いました。

・監査役谷林一憲氏は、当事業年度に開催された取締役会13回、監査役会６回すべてに
出席し、主に弁護士としての専門的見地から、議案審議等について必要な発言を適宜行
っております。

・監査役伊藤進介氏は、当事業年度に開催された取締役会13回、監査役会６回すべてに
出席し、主に経営者としての見地から、議案審議等について必要な発言を適宜行ってお
ります。
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４．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
支 払 額

①当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 23,000千円

②当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上
の利益の合計額 23,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の会計監査人の監査に対する報酬等の額と金
融商品取引法上の監査に対する報酬等の額を区分していないため、上記金額はこれらの合計額を記載
しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況及び報酬見積りの算出根拠等が
適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等について同意の判断を
いたしました。

（3）非監査業務の内容
該当事項はありません。

（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場

合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合

は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定
した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びそ
の理由を報告いたします。
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５．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
（1）業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
並びに当該会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための体制について
の決定内容は以下のとおりであります。

① 当社及び当社子会社の取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制

（1）誠実かつ公正な企業活動を通じて社会的責任を果たすとともに、社会生活においても法
令・社会倫理等を遵守し、社会的規範に沿った良識ある行動をとるための行動規範を制
定します。

（2）コンプライアンスの確実な実行のため、代表取締役社長を委員長とした「コンプライア
ンス委員会」を設置し、その委員は当社グループの取締役並びに執行役員で構成し、遵
守事項の審議、活動方針策定、コンプライアンスに反する事案の聴取、調査等を行いま
す。

（3）コンプライアンス推進部門は総務人事チームとし、その推進責任者は経営管理本部長が
務めます。その推進にあたっては、各本部長を推進担当者とし、コンプライアンスに関
する相談窓口、啓蒙活動、委員会への報告等をその役割とします。

（4）当社グループの取締役及び使用人により、コンプライアンスに反する行為又は反する恐
れがある場合は、通報窓口へ通報することとし、通報者が不利益な取り扱いを受けるこ
とがないように努めます。

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
（1）取締役の職務執行に係る電磁的記録を含む文書、その他重要な情報を、別途定める「文

書管理規程」に則り、適正に保存・管理します。
（2）取締役及び監査役は、常時これらの文書を閲覧できるものとします。
③ 当社及び当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
（1）リスク管理についての基本方針の決定、推進体制の整備等、全社的な統括業務は経営管

理本部長が行います。
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（2）グループ会社を含めた本部毎のリスク管理については、各本部長をリスク管理に関する
統括責任者とし、現規程を遵守するとともに、現規程以外に新たに発生したリスクにつ
いては、分析・評価した上で新たに規則・マニュアルの作成、研修の実施等を行い、本
部毎のリスク管理体制を確立します。

（3）不測の事態が発生した場合に、迅速かつ適切な対応を行い、損害の拡大を防止し、被害
を最小限に止めるためのリスク管理体制を整備します。

④ 当社及び当社子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
（1）毎月1回定例取締役会を開催し、経営に係る重要事項の決定と取締役の業務執行状況の

監督等を行います。
（2）各取締役の業務執行については、取締役会規則及び業務分掌規程並びに職務権限規程に

基づき権限と責任等を明確にし、適正かつ効率的に業務が行われる体制とします。
⑤ 当社及び当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
（1）当社及び子会社から成る企業集団の管理は、別途定める「関係会社管理規程」に則り、

経営管理本部長が統括します。
（2）当社の取締役等がグループ会社の役員に就任し、情報の共有を図るとともに、グループ

会社の経営に関する監督機能及び経営管理体制の強化を図ります。
（3）当社内部監査室は、グループ会社の業務執行状況、法令・社内規程の遵守状況及びリス

ク管理状況等の内部監査を実施します。
⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す
る事項
監査役及び監査役会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会
は必要に応じて使用人を配置します。

⑦ 監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当社の監査役の
当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

（1）監査役を補助すべき期間中、監査役の職務を補助すべき使用人の指揮権は監査役に移譲
するものとします。

（2）監査役の職務を補助すべき使用人に対する人事異動、人事評価、懲戒処分等について
は、監査役の同意を要するものとします。
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⑧ 当社及び当社子会社の取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制
（1）監査役は当社及び当社子会社の取締役会その他の重要な会議において、経営及び業務上

の重要な事項の報告を受けるものとします。
（2）当社及び当社子会社の取締役及び使用人は、当社に著しい損害を及ぼす恐れのある事

実、不正行為並びに法令及び定款違反行為を発見した場合は、速やかに監査役に報告す
るものとします。

⑨ 監査役へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
保するための体制
当社の監査役へ報告を行った当社グループの取締役及び使用人に対し、当該報告をした
ことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止します。

⑩ 当社の監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
当社は、監査役がその職務の執行について生じる費用の前払い等を請求したときは、当
該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債
務を処理するものとします。

⑪ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、適正な職務遂行のために会計監査人、当社及び当社子会社の取締役と情報交
換に努めるとともに、代表取締役と定期的に会合を持ち、相互の意思疎通を図ります。

⑫ 財務報告の適正性を確保するための体制
当社は、当社グループの財務報告に関する信頼性を確保するため、財務報告に係る適正
な内部統制システムを整備するとともに、その整備及び運用状況を継続的に評価し、必
要があれば速やかに是正措置を行うものとします。

⑬ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び整備状況
（1）反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

「コンプライアンス行動基準」に反社会的勢力との関係を一切遮断する旨を規定してお
り、これらの勢力と一切関係を持ちません。

（2）反社会的勢力排除に向けた整備状況
当社は企業防衛協議会に加盟し、関連情報を収集して不測の事態に備えるとともに、反
社会的勢力から接触を受けたとき、不当な要求等を受けたときは、ただちに警察等しか
るべき外部機関と連携して組織的に対処いたします。その対応は総務人事チームが統括
して行います。
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（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況
毎月１回定例取締役会を開催（当期は13回開催）し、経営方針及び経営戦略に係る重要

事項の迅速な意思決定を行うとともに、各取締役の業務執行状況の監督を行っております。
監査役は、監査役会で定めた監査方針、監査計画等に基づいて監査を実施し、取締役会に

出席するほか、取締役、内部監査室等からその職務執行状況を聴取し、重要な計算書類等を
閲覧し、取締役の職務執行に関する不正の行為、法令・定款に違反する行為等を監視してお
ります。
法令・社会倫理等を遵守し、社会的規範に沿った良識ある行動をとるための行動規範であ

る「コンプライアンス行動基準」を制定しており、入社時に使用人全員に「誓約書」の提出
を求めるとともに、新事業年度開始時に全役職員に回覧して周知しております。
内部監査室は、監査計画に基づいて、内部統制の整備・運用状況の評価を行うとともに、

リスク管理状況等の内部監査を実施しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
【流 動 資 産】 [18,614,355] 【流 動 負 債】 [7,796,230]

現 金 及 び 預 金 4,180,884 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 5,521,241
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 9,531,572 短 期 借 入 金 190,000
電 子 記 録 債 権 1,162,972 未 払 法 人 税 等 373,035
商 品 2,431,173 賞 与 引 当 金 60,964
前 渡 金 495,360 そ の 他 1,650,988
そ の 他 812,392 【固 定 負 債】 [1,334,418]
貸 倒 引 当 金 △0 繰 延 税 金 負 債 80,755

【固 定 資 産】 [12,739,256] 再評価に係る繰延税金負債 225,761
（有形固定資産） （8,558,806） 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 386,558

建 物 及 び 構 築 物 2,404,411 退 職 給 付 に 係 る 負 債 457,112
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 1,256,485 そ の 他 184,230
工 具、 器 具 及 び 備 品 234,502 負 債 合 計 9,130,649
土 地 4,317,025 純 資 産 の 部
建 設 仮 勘 定 346,380 【株 主 資 本】 [21,401,914]

（無形固定資産） （106,841） 資 本 金 719,530
ソ フ ト ウ ェ ア 96,989 資 本 剰 余 金 750,988
そ の 他 9,851 利 益 剰 余 金 19,989,521

（投資その他の資産） （4,073,609） 自 己 株 式 △58,125
投 資 有 価 証 券 2,529,030 【その他の包括利益累計額】 [792,793]
長 期 貸 付 金 556 その他有価証券評価差額金 855,435
繰 延 税 金 資 産 31,067 土 地 再 評 価 差 額 金 △62,642
そ の 他 1,526,104 【非 支 配 株 主 持 分】 [28,255]
貸 倒 引 当 金 △13,150 純 資 産 合 計 22,222,962

資 産 合 計 31,353,611 負 債 ・ 純 資 産 合 計 31,353,611
（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（ 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 60,156,181
売 上 原 価 53,199,473
売 上 総 利 益 6,956,707

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,179,379
営 業 利 益 1,777,327

営 業 外 収 益 237,584
受 取 利 息 及 び 配 当 金 55,636
業 務 受 託 手 数 料 42,234
保 険 解 約 返 戻 金 50,109
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 37,032
そ の 他 52,571

営 業 外 費 用 1,028
支 払 利 息 968
そ の 他 60
経 常 利 益 2,013,882

特 別 利 益 259
固 定 資 産 売 却 益 259
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,014,142
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 640,454
法 人 税 等 調 整 額 △21,502
法 人 税 等 合 計 618,951
当 期 純 利 益 1,395,191
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 3,858
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,391,332

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（ 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
当連結会計年度期首残高 719,530 750,988 18,813,157 △58,125 20,225,550
当連結会計年度変動額
剰 余 金 の 配 当 △214,968 △214,968
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 1,391,332 1,391,332
株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額(純額)

当連結会計年度変動額合計 － － 1,176,363 － 1,176,363
当連結会計年度末残高 719,530 750,988 19,989,521 △58,125 21,401,914

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主 持 分 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
土地再評価
差 額 金

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 824,775 △62,642 762,132 24,396 21,012,079
当連結会計年度変動額
剰 余 金 の 配 当 △214,968
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 1,391,332
株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額(純額) 30,660 30,660 3,858 34,519

当連結会計年度変動額合計 30,660 － 30,660 3,858 1,210,882
当連結会計年度末残高 855,435 △62,642 792,793 28,255 22,222,962
（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
【流 動 資 産】

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
商 品
前 渡 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

【固 定 資 産】
（有形固定資産）

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具、 器 具 及 び 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定

（無形固定資産）
電 話 加 入 権
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他

（投資その他の資産）
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
従 業 員 長 期 貸 付 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

[16,983,302]
3,498,340

8,040
612,621

9,121,776
2,431,173
495,360
815,989

△0
[12,113,294]
（8,052,622）
2,281,746

68,575
964,261
43,412

226,334
4,121,910
346,380

（103,480）
4,636

94,627
4,217

（3,957,191）
2,426,226

49,389
43

556
1,494,125
△13,150

【流 動 負 債】 [7,422,949]
電 子 記 録 債 務 152,058
買 掛 金 5,402,886
短 期 借 入 金 190,000
未 払 法 人 税 等 306,657
賞 与 引 当 金 54,695
そ の 他 1,316,651

【固 定 負 債】 [1,245,896]
繰 延 税 金 負 債 80,799
再評価に係る繰延税金負債 225,761
退 職 給 付 引 当 金 417,855
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 386,558
そ の 他 134,922

負 債 合 計 8,668,845
純 資 産 の 部

【株 主 資 本】 [19,634,957]
資 本 金 719,530
資 本 剰 余 金 750,988
資 本 準 備 金 690,265
そ の 他 資 本 剰 余 金 60,723
自 己 株 式 処 分 差 益 60,723

利 益 剰 余 金 18,222,564
利 益 準 備 金 179,882
そ の 他 利 益 剰 余 金 18,042,682
別 途 積 立 金 16,400,000
繰 越 利 益 剰 余 金 1,642,682

自 己 株 式 △58,125
【評 価 ・ 換 算 差 額 等】 [792,793]

その他有価証券評価差額金 855,435
土 地 再 評 価 差 額 金 △62,642
純 資 産 合 計 20,427,750

資 産 合 計 29,096,596 負 債 ・ 純 資 産 合 計 29,096,596
（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（ 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 57,204,781
売 上 原 価 50,579,295
売 上 総 利 益 6,625,485

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,194,425
営 業 利 益 1,431,060

営 業 外 収 益 302,792
受 取 利 息 15,435
受 取 配 当 金 143,148
業 務 受 託 手 数 料 52,158
保 険 解 約 返 戻 金 48,533
そ の 他 43,516

営 業 外 費 用 1,028
支 払 利 息 968
そ の 他 60
経 常 利 益 1,732,824

特 別 利 益 259
固 定 資 産 売 却 益 259
税 引 前 当 期 純 利 益 1,733,084
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 509,000
法 人 税 等 調 整 額 △10,242
法 人 税 等 合 計 498,757
当 期 純 利 益 1,234,327

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（ 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計

資 本
準 備 金

そ の 他
資 本
剰 余 金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

そ の 他
利 益 剰 余 金 利 益

剰 余 金
合 計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 719,530 690,265 60,723 750,988 179,882 15,600,000 1,423,323 17,203,205 △58,125 18,615,598

当 期 変 動 額
別途積立金の積立て 800,000 △800,000 － －

剰 余 金 の 配 当 △214,968 △214,968 △214,968

当 期 純 利 益 1,234,327 1,234,327 1,234,327

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － 800,000 219,358 1,019,358 － 1,019,358

当 期 末 残 高 719,530 690,265 60,723 750,988 179,882 16,400,000 1,642,682 18,222,564 △58,125 19,634,957

評 価 ・ 換 算 差 額 等 純 資 産 合 計その他有価証券評価差額金 土 地 再 評 価 差 額 金 評価・換算差額等合計
当 期 首 残 高 824,775 △62,642 762,132 19,377,731
当 期 変 動 額

別途積立金の積立て －

剰 余 金 の 配 当 △214,968

当 期 純 利 益 1,234,327

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) 30,660 30,660 30,660

当 期 変 動 額 合 計 30,660 － 30,660 1,050,019

当 期 末 残 高 855,435 △62,642 792,793 20,427,750

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年５月12日
ハリマ共和物産株式会社

取 締 役 会 御 中
有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ
神 戸 事 務 所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 伊 東 昌 一
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 福井さわ子

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ハリマ共和物産株式会社の2022年４月１日から2023

年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としての
その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し
たと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示

することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他

の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこと
にある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実

を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、
連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討
する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において
連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切
でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続
できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書
類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査
証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、
単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。
以 上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年５月12日
ハリマ共和物産株式会社

取 締 役 会 御 中
有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ
神 戸 事 務 所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 伊 東 昌 一
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 福井さわ子

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ハリマ共和物産株式会社の2022年４月１日から

2023年３月31日までの第56期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算
書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示

することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその

他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の

記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、
また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実

を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計
算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ
るかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計
算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない
場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書
日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基
礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
監 査 報 告 書

2023年５月15日
ハリマ共和物産株式会社
代表取締役社長 津 田 信 也 殿

ハリマ共和物産株式会社 監査役会
常 勤 監 査 役 西 川 和 紀 ㊞
社 外 監 査 役 谷 林 一 憲 ㊞
社 外 監 査 役 伊 藤 進 介 ㊞

当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第56期事業年度の取締役の職
務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成
し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果

について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等
に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査
の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会
社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業
の報告を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するた
めに必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関
する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、
必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
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③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（令和３年11月16日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応
じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）につ
いて検討いたしました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい
るものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該
内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、
指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

以 上

2023年05月29日 16時46分 $FOLDER; 34ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



Ｎ

姫路商工会議所 姫路城

坂田町

至神戸至岡山

ガソリンスタンド

姫路市民会館
国道２号線（東行き）

国道２号線（十二所線・西行き）
商工会議所前

山陽電車 山　陽
姫路駅

路線バス
のりば

JR姫路駅

下寺町
大
手
前
通
り

京
口
駅

播
但
線

株主総会会場ご案内略図
会場 兵庫県姫路市下寺町43番地

姫路商工会議所 ５階 501号室
ＴＥＬ ０７９－２２３－６５５１

【交通機関】
ＪＲ姫路駅より北バスターミナル
⑯のりば 夕陽ヶ丘、鹿島神社行き

坂田町バス停下車、東へ約150m
⑤のりば 商工会議所前経由日出町行き

商工会議所前バス停下車、北へ約100ｍ
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